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。
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すてきな毎日を、いつまでも



メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
発
生
を
受
け
、

石
川
県
ゆ
か
り
の
み
な
さ
ん
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
い
ま
す
。

石
川
の
人
や
風
土
を
愛
し
て
く
れ
る
多
く
の
方
の
思
い
は
、

復
興
を
成
し
遂
げ
る
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

石
川
県
に
お
住
ま
い
の
皆
様
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
状
況
で
大

変
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。同
じ
地
に
生
ま

れ
た
者
と
し
て
、心
は
い
つ
も

そ
ば
に
い
ま
す
。一
緒
に
乗
り

越
え
ま
し
ょ
う
。

宝
達
志
水
町
出
身
。主
な
出
演
作
は「
わ

ん
だ
ふ
る
ぷ
り
き
ゅ
あ
！
」（
兎
山
悟

役
）、「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
タ
イ
ガ
」（
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
タ
イ
ガ
の
声
）。

P
R
O
F
IL
E

乗
り
越
え
ま
し
ょ
う

み
ん
な
で
一
緒
に

寺
島
拓
篤

声
優

能
登
半
島
地
震
で
被
災
し
た

方
々
の
忍
耐
力
、協
調
性
、前

向
き
な
姿
を
知
る
度
に
、同
じ

石
川
県
人
と
し
て
皆
様
を
誇

り
に
思
い
ま
す
。能
登
の
復
興

と
皆
様
の
気
持
ち
を
今
後
も

応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

能
美
市
出
身
。巨
人
、ヤ
ン
キ
ー
ス
な
ど

で
活
躍
し
、09
年
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ

で
日
本
人
選
手
初
の
M
V
P
を
獲
得
。

13
年
恩
師
・
長
嶋
茂
雄
氏
と
共
に
国
民

栄
誉
賞
受
賞
。

P
R
O
F
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E

祈
っ
て
お
り
ま
す

戻
る
こ
と
を

穏
や
か
な
日
常
が

一
日
で
も
早
く

松
井
秀
喜

元
プ
ロ
野
球
選
手

能
登
半
島
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の

〝
Ｆ
〞
の
文
字
。

Forever,Friends,Furusato,

目
に
見
え
る
姿
形
は
た
と
え
失
わ

れ
た
と
し
て
も
、

心
に
刻
ま
れ
た
ふ
る
さ
と
や
大
切

な
ひ
と
を
、

何
も
の
も
奪
う
こ
と
は
出
来
な
い
。

今
は
ど
ん
な
に
苦
し
く
て
も
、

あ
な
た
を
育
て
た
そ
の
場
所
は
、

や
さ
し
く
美
し
い
風
土

で
あ
る
の
を
忘
れ
な
い
で
。

私
も
決
し
て
忘
れ
な
い
か
ら
。

１
９
７
２
年
デ
ビ
ュ
ー
。ユ
ー
ミ
ン
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
る
。「
や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
た
な

ら
」「
春
よ
、来
い
」等
数
々
の
名
曲
を
生
み
出

す
。２
０
２
２
年
に
50
周
年
を
迎
え
た
。

P
R
O
F
IL
E

松
任
谷
由
実

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

ど
う
か
、今
日
を
生
き
抜
く
事

だ
け
を
考
え
て
一
緒
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。復
興
は
必
ず
な
さ

れ
ま
す
、そ
れ
が
一
刻
も
早
い

事
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。ま
た
、復
興
支
援
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
。

穴
水
町
出
身
。現
役
大
相
撲
力
士
。２
０

２
４
年
初
場
所
で
は
ふ
る
さ
と
に
元
気

を
届
け
た
く
て
、故
郷
に
ゆ
か
り
の
あ
る

化
粧
ま
わ
し
を
多
く
つ
け
た
。

P
R
O
F
IL
E

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う

石
川
県
の
皆
様

遠
藤
聖
大

大
相
撲
力
士

被
災
地
の
方
々
、引
き
続
き
余

震
と
二
次
災
害
に
は
ど
う
か

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。毎
日
、

地
元
石
川
の
事
を
思
い
続
け
て

い
ま
す
。先
の
こ
と
を
考
え
る

と
辛
く
な
る
と
思
い
ま
す
の

で
、「
今
」を
生
き
て
く
だ
さ
い
。

ず
っ
と
応
援
、協
力
し
ま
す
。

津
幡
町
出
身
。至
学
館
高
校
〜
大
学
卒
。

２
０
１
６
年
リ
オ
五
輪
、２
０
２
０
東
京

五
輪
で
優
勝
し
大
会
２
連
覇
を
達
成
。

P
R
O
F
IL
E

つ
ら

思
い
続
け
て
い
ま
す

毎
日
、石
川
の
事
を

金
城（
川
井
）梨
紗
子

レ
ス
リ
ン
グ
選
手

今
こ
そ
み
ん
な
で
手
と
手
を
と

り
あ
い
、全
員
が
不
安
な
気
持

ち
を
抱
え
る
こ
と
な
く
、心
か

ら
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日
々

が
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。一
歩
ず
つ
、難
し
い
と
き
に

は
半
歩
ず
つ
、前
進
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

七
尾
市
出
身
。２
０
１
７
年
に
デ
ン
ソ
ー

ア
イ
リ
ス
に
入
団
し
、第
90
回
皇
后
杯
全

日
本
選
手
権
で
初
優
勝
を
経
験
。２
０
２

０
東
京
五
輪
で
は
日
本
の
銀
メ
ダ
ル
獲

得
に
貢
献
。

P
R
O
F
IL
E

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

一
日
も
早
い
復
興
を

心
よ
り

赤
穂
ひ
ま
わ
り

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手

あ
の
日
以
降
、先
の
見
え
な
い

日
々
で
辛
く
不
安
な
毎
日
を

過
ご
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
今
は
先
の
こ
と
は
考
え

ず
、１
日
１
日
を
踏
ん
張
っ
て

生
き
て
ほ
し
い
で
す
。少
し
ず

つ
で
も
前
を
向
い
て
い
け
ま
す

よ
う
に
。石
川
県
が
ど
ん
な
姿

で
も
、私
は
石
川
県
が
大
好
き

で
す
！

津
幡
町
出
身
。至
学
館
高
校
〜
大
学
卒
。

２
０
２
０
東
京
五
輪
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

P
R
O
F
IL
E つ

ら

大
好
き
で
す
！

ど
ん
な
姿
で
も
、

石
川
県
が

恒
村（
川
井
）友
香
子

レ
ス
リ
ン
グ
選
手

川
、港
湾
・
漁
港
、農
地
・
農
業
用
施
設
な
ど
数
多
く

の
イ
ン
フ
ラ
施
設
に
極
め
て
甚
大
な
被
害
が
発
生
い
た

し
ま
し
た
。

　
発
災
以
来
、国
と
連
携
し
て
、全
国
の
自
治
体
か
ら

の
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、人
命
救
助
を
最
優
先

に
、市
町
と
連
携
し
て
被
災
者
の
救
助
、応
急
対
策
に

全
庁
を
挙
げ
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。現
在
は
、

復
旧
・
復
興
の
大
前
提
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
を
は

じ
め
、生
活
の
再
建
や
生
業
の
再
建
に
向
け
て
、全
力

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
能
登
の
復
旧
・
復
興
は
、こ
れ
ま
で
本
県
が
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
長
く
険
し
い
道
の
り
と
な
り
ま
す
が
、被
災

市
町
、被
災
者
、事
業
者
の
声
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

一
日
も
早
く
、被
災
者
の
生
活
と
生
業
を
再
建
し
、能
登

の
創
造
的
復
興
の
実
現
に
向
け
、私
が
先
頭
に
立
っ
て
、

全
庁
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
で
す
。

　
元
日
に
発
生
し
た
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
は
、

輪
島
市
、志
賀
町
で
県
内
観
測
史
上
最
大
の
震
度
７

を
記
録
す
る
な
ど
県
政
史
上
未
曽
有
の
大
災
害
と
な

り
ま
し
た
。お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
す
る
と
と
も
に
、被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ま
方
に

対
し
て
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、上
下
水
道
、電
気
、通
信
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
損
傷
や
、の
と
里
山
海
道
、国
道
２
４
９
号
等

の
道
路
の
崩
壊
、液
状
化
現
象
の
発
生
の
ほ
か
、河

な
り
わ
い

思
い
を
言
葉
に
、言
葉
を
力
に
。
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そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に

復
興
に
向
け
た

活
動
の
記
録
。

被
災
地
で
、避
難
所
で
、今
い
る
場
所
で
。

た
く
さ
ん
の
人
々
が
被
災
地
や
被
災
者
の
た
め
に
立
ち
上
が
り
、

知
恵
や
技
術
、思
い
を
持
ち
寄
っ
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
今
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

実
践
す
る
こ
と
で
、小
さ
な
力
が
大
き
な
力
に
変
わ
り
ま
す
。

浅井 絢美さん
カキ養殖が盛んな七尾市で
は、名産である「能登かき」の
養殖が大きな被害を受けまし
た。出荷の最盛期を迎えたカ
キが津波で流され、多くの養殖
設備が損壊。そんな中で『下村
水産』の浅井さんは、カキ棚の
修復を進めながら、再起に向
けて歩み始めています。「あり

がたいことに応援購入が増え
ている。今後は設備の損壊で
販売ができない業者とも連携
しながら、能登かきの魅力を発
信していきたいです」。そう話
す浅井さんは、能登の水産業
の創造的復興を見据え、ブラ
ンド価値を高める商品の開発
も模索しています。

『下村水産』代表

桜井 蓮太さん
地震の影響により能登地方の主
要浄水場が多数被災。長期化す
る断水が生活再建の妨げとなっ
ています。配管工として七尾市
の工事会社に勤める桜井さん
は、震災直後から水道管の復旧
作業に従事。漏水がある場所に
駆けつけ、重機で土を掘り起こ

し、破損した水道管を修理する
といった作業を日々繰り返して
います。「自分が住んでいる家も
断水していて、お風呂に入れな
いのがつらかったですね」と桜
井さん。県内では、今もなお一日
も早い復旧に向けた懸命の作業
が続けられています。

『株式会社シラヤマ』配管工

日本全国にネットワークを持つ
災害支援チーム『OPEN JA 
PAN』の一員として、これまで
多くのボランティア活動に従事
してきた川島さん。海外への長
期渡航を控えていたにも関わ
らず、地震発生の3日後には現
地入りし、炊き出しの調整役と
して支援者の受け入れなどを
行ってきました。「日頃から地域
の横のつながりを強めることで
災害時も支え合える。炊き出し
はそうしたコミュニティーづく
り場でもあるんです」と川島さ
ん。炊き出し需要が落ち着いた
今後は、壊れた家屋の再生にも
取り組んでいくようです。

川島 莉生さん

災害緊急支援ネットワーク
『OPEN JAPAN』
ボランティアスタッフ

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

「
能
登
か
き
」を
全
国
区
へ

派
生
さ
れ
る

炊
き
出
し
か
ら

地
域
コ
ミ
ュニ
ティ
ー

寄
り
添
っ
た

被
災
者
の
気
持
ち
に

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
を

灰谷 悠翔さん（左）、南山 玄英さん（右）
人手不足が深刻な被災地では
若い力が躍動します。能登町
小木では、地元の高校生が避
難所の運営を手伝うチームを
結成。自身も避難所生活を強
いられる中、物資の仕分けや
食料の運び出しなどを率先し
て行い、避難する人々の生活
を支えてきました。「少しでも

場の雰囲気を和ませたくて、
段ボールベッドに絵を描いた
りもしました。いろんな人から
感謝されるのがうれしかった
ですね」と灰谷さん。二人は高
校の授業が再開して以降も合
間の時間で避難所を訪れ、物
資の仕分けなどを手伝ってい
るそうです。

『能登高校』1年

松田 慧さん
地震発生後、「日赤救護班」
の一員として珠洲市に派遣さ
れた松田さんは、刻々と変化
する被災地の医療ニーズに対
応しながら、避難者の診察補
助や心のケアにあたりまし
た。避難所では物資や設備、
衛生面などの状況をアセスメ
ント。その情報は県にも共有
され、現実的な支援へとつな
がっていきました。「災害がも
たらす精神的な影響は想像以

上。ささいな事でも被災者の
声に耳を傾けるよう心がけま
した」と松田さん。任務を終え
た現在は、能登の病院から
移ってきた患者さんの心のケ
アも行っています。

『金沢赤十字病院』看護師

輪
島
塗
の
伝
統
を
つ
な
ぐ

若
き
職
人
の
仕
事
を
守
り

能登半島地震により壊滅的な
被害を受けた輪島塗業界。200
年の伝統を誇る『田谷漆器店』
もまた、自社工場の全壊により
製造中止を余儀なくされていま
す。そんな中で代表の田谷さん
は、輪島全体の漆器店で被災を
免れた輪島塗の代理販売を開
始。また、輪島塗業界の立て直
しを目的としたクラウドファン
ディングも立ち上げました。「こ
の業界には若い職人も多い。輪
島塗の伝統をつなぐためには、
若手の仕事を確保するのが大
事だと考えました」。4月には被
災した職人の作業場となる仮
設工房が完成予定です。

田谷 昂大さん
『田谷漆器店』代表

市
内
を
駆
け
巡
る

早
期
復
旧
を
目
指
し

水
道
の

詳しくはWebで
公開中

避
難
所
を
支
え
る

明
る
く
、楽
し
く

高
校
生
コ
ン
ビ
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249

249

159

160

415

471

8

8

470

珠洲市

輪島市

七尾市

羽咋市

かほく市

津幡町

金沢市

野々市市

志賀町

宝達
志水町

中能登町

穴水町

能登町

のと鉄道

能越自動車道

JR七尾線

のと里山海道

津幡

河北潟

のと里山
空港

のと里山空港IC

穴水IC

のと三井IC

穴水

越の原IC

横田IC

徳田大津IC

西山IC

柳田IC 羽咋

今浜IC

米出IC

県立看護大IC
高松IC

白尾IC

内灘IC
内灘白帆台IC

金沢港

千里浜IC

上棚矢駄IC

和倉温泉

能登中島

七尾

七尾IC
七尾城山IC

徳田大津JCT

北陸鉄道浅野川線
北陸自動車道

北陸新幹線

IRいしかわ鉄道金沢東IC

森本IC

金沢

内灘町

白山市

249

令和6年 能登半島地震の被害
2024年１月１日午後4時10分、能登地方で発生した最大震度７の地震は、

奥能登を中心に甚大かつ広範囲な被害を及ぼしました。
輪島市

死者

人口........................21,903人　
世帯数..................... 9,235世帯

震災関連死疑い 3人

最大震度 7

102人

負傷者

住家
被害

516人

14,770棟

※人口・世帯数は1月1日時点
死者・負傷者・住家被害は県で取りまとめる「被害等の状況について」第108報（3月12日時点）より

金沢～能登間の
道路通行状況

志賀町

icon 死者

人口........................17,239人　
世帯数..................... 7,296世帯

最大震度 7

2人

負傷者

住家
被害

103人

6,940棟
珠洲市
人口........................11,721人　
世帯数..................... 5,283世帯

死者
震災関連死疑い 6人

103人

負傷者

住家
被害

249人

8,676棟

最大震度 強6

能登町 最大震度 強6
人口........................14,277人　
世帯数..................... 6,206世帯

死者
震災関連死疑い 6人

8人

負傷者

住家
被害

35人

6,156棟

県内各地で液状化現象
による被害が発生

県内各地で人的・建物
被害が多数発生

沿岸部を中心に津波による
甚大な被害が発生

道路が崩落し、奥能登への
アクセスルートが遮断

七尾市

死者

人口........................47,198人　
世帯数..................20,075世帯

5人

負傷者

住家
被害

3人

16,213棟

最大震度 強6

滑走路のひび割れ等

県が管理する道路では
最大42路線87カ所で通行止め
（1月4日時点）

※1月27日から運航再開

複数箇所で
大規模な被災

震央
1月1日午後4時10分ごろ
最大震度7  M7.6

穴水町

icon 死者

人口........................... 7,312人　
世帯数..................... 3,197世帯

20人

icon 負傷者

icon
住家
被害

257人

4,027棟

最大震度 強6

＝道路に大きな被害
   （3月12日時点）

非常に大きな被害を受け
全区間で運転見合わせ
※七尾ー能登中島間
　2月15日から運行再開
※能登中島ー穴水間
　4月６日から運行再開予定

のと鉄道

のと里山空港

輪島浦上線

複数箇所で
大規模な被災

国道249号

写真で見る
被害状況

● 地震規模 ............................. M6.9

● 死者 ............................................1人

● 負傷者 .................................338人
● 住家被害 .................... 29,382棟（最大震度６強）

受付時間／午前9時～午後5時45分
（①⑫は午後6時まで、⑬⑭は午後5時まで、
土日祝対応）

最新の
支援制度
相談窓口

※3月12日現在（速報値）

データで知る能登半島地震

平成19年能登半島地震の被害

・全国からの応援協力のもと、２月末時点で
断水の約８割が解消。一部地域を除き３月
末までに応急復旧が完了する見込み
・県水（県による七尾までの水道用水供給）
は、2月22日に終点である七尾市能登島須
曽供給点まで送水済

上水道

下水道 ・断水解消に合わせて復旧

詳しくはこちら▶

※現時点での地区ごとの水道の復旧の見通しについては、各市町に
　お問い合わせください。

各種相談窓口
お気軽にご相談ください
※内容によって、市町等関係機関の窓口をご案内します

最大震度7

死者

人
M7.6

241
安否
不明者

人5
うち災害
関連死
疑い15人

人

重傷312人
軽傷876人負傷者

1,188

240戸3月12日時点

戸39,900
停電 最大

現在復旧
作業中

1%以下3月12日時点 15,170戸3月12日時点

戸

最大携帯支障

110,000
最大断水

70 80%～

立入が困難な一部の地区を除き、
応急復旧がおおむね終了
立入困難地点については、道路啓
開後原則３日以内に応急復旧予定

9,760人3月12日時点

34,173人

避難者 最大

参考

①被災地外、ホテル・旅館への避難
2次避難所運営事務局
コールセンター
☎0120(266)755

②仮設住宅入居住宅再建
土木部建築住宅課
☎076(225)1777

③生活費
健康福祉部厚生政策課
 ☎076(225)1478
県社会福祉協議会
 ☎076(208)3503

④医療 健康福祉部医療対策課
☎076(225)1431

⑤健康 健康福祉部健康推進課
☎076(225)1458

⑥子育て支援 健康福祉部少子化対策監室
☎076(225)1447

⑦高齢者福祉 健康福祉部長寿社会課
☎076(225)1487

⑧障害者福祉 健康福祉部障害保健福祉課
☎076(225)1426

⑮外国人支援

観光戦略推進部国際交流課 
☎076(225)1382
県災害多言語支援センター 
(県国際交流協会)
☎076(262)5932

⑪
ワンストップ相談窓口
☎0120(330)955
能登事業者支援センター
☎0768(26)2380

⑩教育
能登半島地震・進路・
学習相談テレホン
☎0120(873)783

⑫雇用・就労
いしかわ就職・定住総合
サポートセンター（ILAC）
☎076(225)4540

いしかわ性暴力被害者
支援センター☎#8891
県配偶者暴力相談
支援センター☎#8008
県女性相談支援センター
☎ 076(223)8655

⑯性暴力・DV・
女性の悩み

⑭ 消費生活支援センター
☎076(255)2319

消費者
トラブル

JAのと本店
☎0120(338)250
JA内浦町営農経済課
☎0120(338)560
JA能登わかば旧徳田支店
☎0120(338)570
JA志賀本店
☎0120(338)720
県珠洲農林事務所
☎0120(338)760
県農業会館
☎0120(338)633
農林水産部森林管理課
☎076(225)1643
県漁業協同組合(本所)
☎076(234)8815

⑬
避難先の最寄りの農林
総合事務所でも相談を
受け付けています。

⑨県税 総務部税務課
☎076(225)1271

市税・町税は各市町の税務担当部署、国税は住所地所管の税務
署へそれぞれお問い合わせください。

事業者支援
（補助金・融資等）

農業者・
漁業者支援

全壊・半壊・一部破損・
床上浸水・床下浸水住家被害

80,640棟

07 06



今
後
も
、復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
誌
面
で
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
、復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
誌
面
で
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

安
心
し
て
ふ
る
さ
と
で
の
穏
や
か
な
暮
ら
し
に
戻
れ
る
よ
う
、

多
彩
で
豊
か
な
能
登
の
生
業
が
未
来
に
引
き
継
が
れ
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

詳
し
く
は

こ
ち
ら

今
後
の
住
ま
い
に
つ
い
て
不
安
を
抱
え
る
方
々
が
多
い
中
、

県
で
は
被
災
者
や
市
町
の
ニ
ー
ズ
を
伺
い
な
が
ら
、

住
ま
い
の
確
保
に
向
け
た
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は

こ
ち
ら

住
ま
い
について

ニーズに応じた３タイプの応急仮設住宅を建設

賃貸住宅や公営住宅も含め3月末までに2万2千戸を確保

これまで迅速かつ大量に供給できるプレハブ型の
建設を進め、熊本地震を上回るペースで着工。今後
は、地域のニーズを踏まえ、一定期間住み続けるこ
とを前提とした仮設住宅を整備していきます。木造
の長屋を市街地などのまとまった空き地に建設す
る「熊本モデル」は３月末までに約600戸の着工を

目指します。さらに、木造戸建風の建物を集落の空
き地に建設する「石川モデル」も建設予定です。仮
設住宅には、梅雨前までには要望を伺い、夏ごろま
でにはおおむねご入居いただきたいと考えていま
す。入居を希望される方は、災害時に居住する各市
町の担当窓口へ直接お問い合わせください。

プレハブ型（従来型） まちづくり型（熊本モデル） ふるさと回帰型（石川モデル）

　　  から　 への
転居も可能

恒
久
的
な
住
ま
い
へ

避
難
所
な
ど

応急仮設住宅に入居
3月末までに約4,600戸着工見込み

※原則、最大2年間

自宅を修理して居住

夏ごろまでに
おおむね必要な
住宅の完成を
目指す

※全壊など、一見して住宅に居住することが困難であると認められる場合や､ライフラインが途絶し、長期にわたり自宅に居住できないと市町長が認める地域の場合は、り災証明
書の発行前でも　～　に入居出来ます。

●半壊以上.......70万6千円 以内
●準半壊............34万3千円 以内

応急修理の
支援金額

水道復旧
3月末

（一部地域を除く）

2 3 1 1

みなし仮設（賃貸）住宅に入居
（県内4,500戸、県外3,700戸）

※原則、最大2年間
　家賃は公費負担

2

※原則、１年以内。
　県営住宅の場合、状況により延長します公営住宅に入居

３月末までに県内900戸、県外8,700戸
3

4

飯田港（珠洲市）を
視察する馳知事

 創造的復興に向けた基本方針

被災地や有識者の声をお聞きし、「復興プラン」を策定
能登には、豊かな食、温泉、伝統工芸、世界農業遺産
といった自然や文化と、特色ある生業が重なり合った
独自の魅力があります。
現在、こうした「能登ブランド」の魅力を一層高める創
造的復興を目指し、「復興プラン」の策定を進めてお

り、３月には被災地の方々や有識者の声をお聞きし骨
子案をお示ししました。
今後、具体の事業を盛り込むなど骨子に肉付けする
作業を行い、６月議会の前までには、最終的な復興プ
ランの案として取りまとめる方針です。

従来型........ 4,000戸 ６月末までの
完成を目指す

順次検討

熊本モデル.....600戸

石川モデル

別のタイプへの住み替えは不可!!

被
災
地
の
支
援
を

お
願
い
し
ま
す

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

こ
れ
ま
で
も
多
く
の
皆
さ
ま
に
活
動

い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。被
災
地
の
復
興
に
向
け
、皆
さ

ま
の
活
動
が｢

希
望
の
光｣
と
な
っ
て

い
ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
は
、特

設
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。お
預
か
り
し
た
義

援
金
は
、県
災
害
義
援
金
配
分
委
員

会
の
決
定
に
基
づ
い
て
、順
次
公
平
に

配
分
し
ま
す
。

災
害
義
援
金
募
集
中

①
人
的
被
害
・
住
家
被
害
を
受
け
た
方

②
２
０
２
４
年
１
月
１
日
時
点
で
、七
尾
以
北

　
６
市
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
た
方

第
１
次
配
分  

対
象
者（
①
②
の
２
種
類
）

①
各
窓
口（
２
次
元
コ
ー
ド
参
照
）

②
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

　
☎
０
１
２
０-

１
０
２-

８
２
９

申
請
・
問
い
合
わ
せ

※

詐
欺
な
ど
の
犯
罪
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
国･

県･

市
町
が
手
数
料
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を

　
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

①
窓
口
一
覧

②
特
設

　
サ
イ
ト

応
急
復
旧
と

創
造
的
復
興
に

全
力
で
取
り
組
み
ま
す

発
災
直
後
か
ら
、県
は
国
や
全
国
の

自
治
体
、自
衛
隊
か
ら
の
支
援
を
受

け
な
が
ら
、人
命
救
助
や
イ
ン
フ
ラ
の

確
保
、物
資
の
支
援
、避
難
所
な
ど
で

の
生
活
支
援
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。し
か
し
、今
も
な
お
多
く

の
方
々
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、観
光
や
伝
統
工
芸
な

ど
産
業
へ
の
被
害
も
深
刻
で
、事
業
者

は
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、県
当
初

予
算
が
過
去
最
高
の
１
兆
円
超
に
決

定
。こ
の
う
ち
の
５
割
超
の
約
５
６
０

０
億
円
を
生
活
の
再
建
、生
業
の
再

建
、災
害
復
旧
の
３
つ
を
柱
に
し
た
地

震
対
応
に
充
て
て
い
ま
す
。

ま
た
、発
災
か
ら
１
カ
月
と
な
る
２
月

１
日
に
は「
石
川
県
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
復
旧
・
復
興
本
部
」を
設
置

し
、創
造
的
復
興
に
向
け
た
基
本
方

針
を
示
し
ま
し
た
。一
日
も
早
く
被
災

者
の
生
活
と
生
業
を
取
り
戻
し
、能

登
の
創
造
的
復
興
を
実
現
で
き
る
よ

う
、全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

創
造
的
復
興
について

理
念

原
則

若い世代の力の活用
民間・外部の力の活用

被災地の住民・事業者の声を聞く
人口減少などこれまでの課題の解決

必ず能登へ戻す
単なる復旧にとどめず、人口減少など課題を解決しつつ、
能登ブランドをより一層高める「創造的復興」を目指す

1 2 3

4 5 6

インフラの
早期復旧・
強靭化

農林水産業、
伝統産業、
観光産業など能登の
特色ある生業の再建 

暮らしと地域
コミュニティ
の再建

６
つ
の
柱

今回の地震の
教訓を踏まえた
災害に強い地域づくり

危機管理、
安全・
安心の充実

能登ブランド
強化に向けた
創造的復興リーディング
プロジェクトの創出

きょうじん

な
り
わ
い

※第1回石川県令和6年能登半島地震復旧・復興本部会議資料より
31
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